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「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのまち

平成30年（2018年）

３月　　日号 第302号15

■
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税

【
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
】

　
５
月
１
日
㈫
（
４
月
30
日
が
振
替
休

日
の
た
め
）　

※
納
税
通
知
書
は
４
月
上
旬
に
発
送
す

る
予
定
で
す

【
固
定
資
産
の
各
種
証
明
書
の
発
行
】

　
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
の
価
格
決

定
は
今
月
末
日
で
す
。

　

各
種
証
明
書（
30
年
度
）の
発
行
は

４
月
２
日
㈪
か
ら
で
す
。

【
固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
】

　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
と
、
課
税
台

帳
の
閲
覧
期
間
は
、
４
月
２
日
㈪
〜
５

月
１
日
㈫
で
す
。

　
希
望
者
に
は
「
固
定
資
産
税
名な

よ
せ
ち
ょ
う

寄
帳

兼
課
税
台
帳
」
を
無
料
で
発
行
し
ま
す

の
で
、
同
期
間
内
に
市
税
務
課
資
産
税

係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
東
日
本
大
震
災
・
平
成
28
年
台
風
10

号
災
害
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
免
と

特
例

　
下
表
の
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
減
免

ま
た
は
特
例
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

市
税
務
課
資
産
税
係
（
市
役
所
２
階
、

☎
�
９
０
７
３
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
（B

http://w
w
w
.

city.m
iyako.iw

ate.jp/
index/shim

in/tax.htm
l

）

固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

固定資産税の減免・特例 申
告

東日本大震災
で被災

平成28年台風
10号災害で被災

津波被害を受けた土地・家屋の減額　
　津波による甚大な被害を受けた区域として市長が指定した区域
内の土地・家屋について

不
要 減額あり ー

被災住宅用地の課税の特例
　震災などで滅失または損壊した住宅の敷地として使用されてい
た土地について

不
要 減額あり 減額あり

被災代替住宅用地の課税の特例
　新たに土地を取得して、住宅用の建物を建築予定または年内
に完成の場合

必
要 減額あり 減免あり

被災代替家屋の課税の特例
　新たに家屋を取得した場合（中古も含む）

必
要 減額あり 減額あり

被災代替償却資産の課税の特例 
　震災などで滅失または損壊した資産に代わる償却資産を取得・
改良した場合

必
要 減額あり 減額あり

【注】被災代替は、被災資産１件に対し１度のみ

　
三
陸
沿
岸
道
路
（
以
下
、三
沿
道
）「
田

老
真
崎
海
岸
Ｉ
Ｃ
〜
岩
泉
龍
泉
洞
Ｉ
Ｃ
」

の
約
10
㌔
の
区
間
が
開
通
し
ま
す
。

■
開
通
日
時　
３
月
21
日
㈬
午
後
３
時
30

分（
予
定
）
　
※
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
進
行

状
況
に
よ
り
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

■
コ
ン
パ
ク
ト
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て　

次
の
Ｉ
Ｃ
は
コ
ン
パ
ク
ト
イ
ン
タ
ー
の

た
め
、
三
沿
道
へ
の
乗
り
降
り
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

【
田
老
真
崎
海
岸
Ｉ
Ｃ
・
岩
泉
南
Ｉ
Ｃ
】

岩
泉
方
面
へ
の
乗
り
口
と
、
岩
泉
方
面
か

ら
の
降
り
口
の
み
あ
り
ま
す
。

【
田
老
北
Ｉ
Ｃ
】
宮
古
市
街
地
方
面
へ
の

乗
り
口
と
、
宮
古
市
街
地
方
面
か
ら
の
降

り
口
の
み
あ
り
ま
す
。

■
注
意
事
項
　

▽
こ
れ
ま
で
供
用
開
始
さ
れ
た
区
間
と
同
様
に
無
料
で
通
行

で
き
ま
す
。　

▽
自
動
車
専
用
道
路
で
す
の
で
、
歩
行
者
・
自
転
車
・
軽
車

両
・
１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪
車
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
（
☎

�
１
７
１
１
）　

※
開
通
日
当
日
は
開
通
記
念
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
予
定

で
す
。
参
加
希
望
者
は
市
建
設
課
復
興
道
路
推
進
室
（
☎
�

９
１
０
４
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

三鉄田老駅
道の駅「たろう」

グリーンピア三陸みやこ

三鉄摂待駅

三鉄岩泉小本駅三鉄岩泉小本駅
岩泉町小本岩泉町小本

田老字新田平田老字新田平

岩泉南 IC

田老北 IC

田老真崎海岸 IC

岩泉龍泉洞 IC

至宮古市街地

至田野畑村

45

455
三
陸
沿
岸
道
路

（
田
老
真
崎
海
岸
Ｉ
Ｃ
〜
岩
泉
龍
泉
洞
Ｉ
Ｃ
）

今
回
開
通
区
間

Ｅ45

45

今回開通する区間の略図（点線は未開通）

三陸沿岸道路
田老真崎海岸IC〜岩泉龍泉洞IC

３月21日㈬ 開通！



投
票
区

　
投 

票 

所

宮　古
１２３４５６７８９101112131415161718192021
★
宮
古
小
学
校

★
宮
古
市
役
所

★
公
害
試
験
室

★
第
一
中
学
校（
※
）

★
鍬
ヶ
崎
公
民
館

★
千
徳
小
学
校

★
第
二
中
学
校（
※
）

★
山
口
小
学
校

★
山
口
公
民
館

★
近
内
地
区
セ
ン
タ
ー

田
代
林
業
者
セ
ン
タ
ー

岩
船
地
区
会
館

★
千
徳
地
区
体
育
館

根
市
自
治
会
館

花
原
市
林
業
者
セ
ン
タ
ー

★
市
民
文
化
会
館

★
八
木
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

★
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
高
浜
小
学
校

旧
愛
宕
小
学
校
白
浜
分
校

★
長
根
地
区
会
館

崎山
１２
崎
山
公
民
館

箱
石
林
業
者
セ
ン
タ
ー

津軽石
１２３４
津
軽
石
公
民
館

赤
前
小
学
校

払
川
地
区
会
館

駒
形
通
公
民
館

重 茂
１２３
重
茂
中
学
校

千
鶏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー

重
茂
北
地
区
公
民
館

宮
古
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

【
表
１
】
市
内
投
票
所
一
覧

投
票
日
４
月
22
日
㈰
　（
告
示
日
４
月
15
日
㈰
）

投
票
資
格
な
ど

■
投
票
で
き
る
人

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

が
投
票
で
き
ま
す
。

①
平
成
12
年
４
月
23
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

②
本
年
１
月
14
日
以
前
か
ら
本
市

の
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い

て
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
日
本
国
民

※
１
月
15
日
以
降
に
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
人
（
転

入
届
を
提
出
し
た
人
）
は
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
投

票
所
入
場
券
が
届
い
た
人
で
も
４

月
21
日
㈯
ま
で
に
転
出
し
た
場
合

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い

投
票
所
・
投
票
時
間

■
投
票
所
と
投
票
時
間

　

各
投
票
区
の
投
票
所
は
下
の

【
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。投
票
開
始
時
刻
は
午
前
７
時
。

投
票
終
了
時
刻
は
★
印
の
投
票
所

で
は
午
後
７
時
、
他
の
投
票
所
で

は
午
後
６
時
で
す
。

■
市
内
で
転
居
し
た
人
の
投
票
所

　

平
成
30
年
４
月
２
日
㈪
以
降
に

市
内
で
転
居
し
た
人
は
、
転
居
前

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

■
投
票
所
入
場
券
の
郵
送

　

投
票
所
入
場
券
は
、
４
月
16
日

㈪
か
ら
有
権
者
の
皆
さ
ん
へ
発
送

し
ま
す
。
投
票
所
へ
行
く
と
き

に
は
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
所
入
場
券
に

は
投
票
所
と
投
票
時
間

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
く
確
か
め
て

か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

■
投
票
所
入
場
券
が
届

か
な
い
場
合
や
紛
失
し

た
場
合

　

投
票
所
入
場
券
は
、

投
票
日
や
投
票
所
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
投
票
所
で
の
選

挙
人
名
簿
に
よ
る
本
人

確
認
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

あ
ら
か
じ
め
郵
送
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
し
た
場
合
な
ど
、
入
場
券

が
お
手
元
に
な
く
て
も
、
有
権
者

で
あ
れ
ば
入
場
券
の
再
発
行
を
受

け
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
投
票
所
に
お
越
し
の
う
え
、

受
け
付
け
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

　

当
日
の
投
票
、
期
日
前
投
票
、

不
在
者
投
票
、
点
字
投
票
と
も
候

補
者
氏
名
を
記
載
す
る
「
自
書
式

投
票
」
で
す
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど

の
理
由
で
投
票
日
に
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は【
表
２
】

の
通
り
、
期
日
前
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
の
投
票
所
や
期
日

前
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
場
合

は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
期
間　

　

４
月
16
日
㈪
〜
21
日
㈯

※
手
続
き
に
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
（
次
の
ア
と
イ
の
不
在
者
投

票
の
申
請
は
４
月
16
日
㈪
よ
り
前

で
も
可
能
で
す
）

ア
滞
在
地
で
不
在
者
投
票

　

長
期
出
張
中
な
ど
で
他
の
市
町

村
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
の
手
続

き
は
次
の
手
順
で
行
い
ま
す
。

①
宮
古
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵

便
な
ど
で
投
票
用
紙
を
請
求
す
る

（
告
示
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
）

↓
②
滞
在
先
住
所
に
投
票
用
紙
な

ど
が
郵
送
さ
れ
る
↓
③
郵
送
さ
れ

た
投
票
用
紙
な
ど
を
滞
在
先
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
持
参
し
て
投
票

す
る

イ
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人

　

平
成
30
年
４
月
30
日
任
期
満
了
に
伴
う
宮
古
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

を
次
の
と
お
り
執
行
す
る
予
定
で
す
。
大
切
な
一
票
を
棄
権
せ
ず
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
３
階
、

〒
０
２
７
・
８
５
０
１
住
所
不
要
、
☎
�
９
１
２
３
）

広
報 2018.3.15 ❷
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投
票
区

　
投 

票 

所

花　輪
１２３４
花
輪
農
村
文
化
伝
承
館

老
木
地
区
会
館

長
沢
農
村
セ
ン
タ
ー

牛
伏
地
区
農
産
物
集
出
荷

加
工
等
施
設

田　老
１２３４５６７
末
前
神
楽
伝
承
館

宮
古
北
高
等
学
校

樫
内
地
区
集
会
施
設

田
老
公
民
館

新
田
地
区
公
民
館

小
堀
内
地
区
集
会
施
設

田
老
第
三
小
学
校

新　里
１２３４５
新
里
総
合
事
務
所

新
里
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

腹
帯
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

和
井
内
ふ
る
さ
と
会
館

川　井
１２３４５６７
川
井
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

箱
石
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

川
内
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

旧
門
馬
小
学
校

区
界
集
会
所

小
国
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

江
繫
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

【注　意】
▽（
※
）印
の
投
票
区
は
投
票
所

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
（
本
㌻

左
上
参
照
）。間
違
え
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
所
の
開
設
時
間
は
午
前

７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で（
★
印

の
投
票
所
は
午
後
７
時
ま
で
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

投票所・投票場所の変更について

　次の投票区では、投票所・投票場所が前回（昨
年10月に行われた衆議院議員総選挙）のときから
変更となっています。該当する人はご注意くださ
い。
■投票所が変更になる投票区
●宮古第４投票区投票所
【前回】宮古高等学校  ⇒【今回】第一中学校

●宮古第７投票区投票所
【前回】市営佐原団地住宅集会所  ⇒【今回】第二中
学校
■同じ施設内で投票する場所が変更になる投票所
●宮古第16投票区「市民文化会館」
【前回】多目的研修室  ⇒【今回】中ホール

●重茂第１投票区 「重茂中学校」
【前回】音楽室  ⇒【今回】体育館

●田老第７投票区 「田老第三小学校」
【前回】多目的ホール  ⇒【今回】体育館

交付手帳
など 区　分 等級など

身体障害者
手帳

両下肢、体幹、移動
機能の障がい １級または２級

心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小
腸の障がい

１級または３級

免疫、肝臓の障がい １級から３級まで

戦傷病者
手帳

両下肢、体幹の障が
い

特別項症から第２
項症まで

心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小
腸、肝臓の障がい

特別項症から第３
項症まで

介護保険
被保険者証 要介護状態の区分 要介護５

【表３】郵便などによる不在者投票対象者

期日前投票所 開設期間および時間
市役所５階会議室
各総合事務所１階

４月16日㈪～21日㈯
午前８時30分～午後８時

キャトル宮古４階 ４月16日㈪～21日㈯
午前10時～午後７時

【表２】期日前投票所の開設期間および時間

は
、
自
宅
な
ど
現
在
い
る
場
所
で

投
票
用
紙
に
記
入
し
、
郵
便
な
ど

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す（【
表

３
】
参
照
）。

　

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
投
票
の
手
続

き
は
次
の
手
順
で
行
い
ま
す
。

①
所
定
の
用
紙
に
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
を
添
え
、
４
月
18
日
㈬

ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

票
用
紙
な
ど
を
請
求
す
る
↓
②
投

票
用
紙
な
ど
が
送
付
さ
れ
る
↓
③

投
票
用
紙
に
記
入
し
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
郵
送
す
る
。

ウ
船
員
の
不
在
者
投
票

　

船
員
の
場
合
は
、
指
定
港
所
在

の
選
挙
管
理
委
員
会
や
船
舶
内
で

も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
「
選
挙
人
名
簿
登
録

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
船
員
手
帳
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
イ
の「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」や
、
ウ
の「
選
挙
人
名
簿
登

録
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
は
証
明
書
の
有
効
期
限
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
が
切
れ

て
い
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

エ
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
病
院
や
施
設
に
入
院
（
入
所
）

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
な
ど

で
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
市
内
の
指
定
施
設
＝
県
立
宮
古

病
院
、
宮
古
第
一
病
院
、
三
陸
病

院
、
宮
古
山
口
病
院
、
宮
古
介
護

老
人
保
健
施
設
桜
ケ
丘
、
介
護
老

人
保
健
施
設
ほ
ほ
え
み
の
里
、
清

寿
荘
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慈

苑
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン

ホ
ー
ム
み
や
こ
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
紫
桐
苑
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
心
生
苑
、
救
護
施
設

松
山
荘

選
挙
公
報

　

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
記
載
し

た
選
挙
公
報
を
４
月
21
日
㈯
ま
で

に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

開
票
の
場
所
と
時
間

　

開
票
は
投
票
日
当
日
の
午
後
８

時
20
分
か
ら
市
民
総
合
体
育
館
で

行
い
ま
す
。
有
権
者
は
受
け
付
け

で
名
簿
に
記
入
し
参
観
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
参
観
人
受
け
付
け

開
始
は
午
後
７
時
40
分
か
ら
で

す
。

明るい選挙キャラクター
「選挙のめいすいくん」
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台
湾
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え

て
い
る
宮
古
市

　

皆
さ
ん
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

市が製作した多言語パンフレット。英語、中国語（簡体・繁体）、
韓国語があります。

た
だ
今
、
外
国
人
旅
行
者
増
加
中

　

近
年
、宮
古
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、

宮
古
港
に
10
年
ぶ
り
の
外
国
客
船
「
ス
タ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
が
二
度
寄
港
し
、
平

成
31
年
に
は
11
万
㌧
を
超
え
る
外
国
客
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
の

寄
港
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
な
ぜ
外
国
人
旅
行
者
が
増
加
し
て
い
る
の
か
、
市
で
は
ど
う
い
う

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
は
ど
う
応
対
し
た
ら
い
い
の
か
、
紹
介
し
ま
す
。

バ
ウ
ン
ド
と
は
外
国
人
が
訪
れ
て
く
る
旅

行
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
統

計
に
よ
る
と
、
日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

旅
行
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平

成
27
年
に
は
約
１
９
７
０
万
人
、
平
成
28

年
に
は
約
２
４
０
０
万
人
が
日
本
を
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

宮
古
市
を
訪
れ
る
外
国
人
は
、
平
成
26

年
ま
で
は
数
百
人
程
度
で
し
た
が
、
平
成

29
年
に
は
２
５
９
６
人
ま
で
増
加
し
て
い

ま
す
（
図
１
参
照
）。
国
別
に
見
る
と
台

湾
や
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
旅
行
者

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
平
成

28
年
９
月
か
ら
始
ま
っ
た
花
巻

−

台
湾
間

の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航
の
効
果
も
あ
り
、

平
成
29
年
の
台
湾
か
ら
の
旅
行
者
は
１
１

５
８
人
で
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
で
最

も
多
い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

0
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図１．宮古市への外国人入込客数（宮古市データ）

（人）

そ
の
背
景
か
ら
応
対
の
ヒ
ン
ト
ま
で

◎
多
言
語
ツ
ー
ル
の
整
備

　

市
は
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
東
日
本
大

震
災
を
後
世
に
伝
え
る
動
画
「
あ
の
日
の

記
憶
」、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
案
内
板
な

ど
を
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
多
言
語

化
し
て
い
ま
す
。

◎
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
が
快
適
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
宮
古
駅
前
の
総
合

観
光
案
内
所
や
道
の
駅
な
ど
６
カ
所
に

Ｗワ

イｉ

−

Ｆフ
ァ
イｉ
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

◎
市
民
向
け
の
研
修
会
な
ど
を
開
催

　

市
民
向
け
に
は
、
宮
古
市
国
際
交
流
協

会
と
協
力
し
て
「
外
国
人
観
光
客
お
も
て

な
し
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
外
国
人
観
光
客
お
も
て
な
し
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
英
語
、
中
国
語
、
イ
タ
リ

ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
の
簡
単
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
通

訳
ア
プ
リ
の
紹
介
、
英
語
で
の
道
案
内
の

実
践
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
が
進
ん
で
い

る
宮
城
県
仙
台
港
の
外
国
客
船
受
け
入
れ

の
事
例
や
岩
手
県
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

情
勢
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◎
広
域
対
応
の
外
国
人
観
光
客
案
内
所

　

宮
古
駅
前
総
合
観
光
案
内
所
は
、「
多

言
語
で
広
域
の
観
光
案
内
が
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
」
と
い
う
基
準
を
満
た
し

て
い
て
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
認
定
す
る
外
国
人

観
光
案
内
所
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
」
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
の
観
光

案
内
所
は
岩
手
県
沿
岸
で
こ
こ
だ
け
で

す
。

◎
通
訳
・
翻
訳
者
の
紹
介

　

宮
古
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、「
通
訳
・

翻
訳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
作
成
し
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
が
来
訪
し
た
際
に
、
通

訳
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
で
き
る
態
勢
も
整
え

て
い
ま
す
。
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市
と
宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会
は
、
昨

年
の
10
月
と
12
月
に
、
台
湾
で
行
わ
れ
た

「
旅
行
博
」
に
出
展
し
、
宮
古
の
観
光
地

や
食
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
協
力
に
よ
り
、
観
光
庁
が
運
営

す
る
台
湾
向
け
情
報
提
供
サ
イ
ト
「
日
本

旅
遊
活
動
」
で
、
浄
土
ヶ
浜
な
ど
三
陸
地

域
の
観
光
地
を
紹
介
す
る
台
湾
向
け
の

観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
て
い

ま
す
（
Bhttp://w

w
w
.visit-

japan.jp/m
ovies/

）。

　

ま
た
、
今
年
の
５
月
６
日
㈰
と
９
月
24

日
㈪
に
は
、
外
国
客
船
「
ス
タ
ー
レ
ジ
ェ

ン
ド
」（
９
９
７
５
㌧
、
乗
客
定
員
２
１

２
人
）
が
宮
古
港
に
寄
港
し
ま
す
。
外
国

客
船
が
寄
港
す
る
の
は
平
成
20
年
の
「
ア

外国人とのコミュニケーションのヒント 〜やさしい日本語〜

　市と宮古市国際交流協会が行った外国人観
光客おもてなしセミナーでは、外国人とのコ
ミュニケーション方法を紹介しています。
　２月13日・27日に行われたセミナーのテー
マは「やさしい日本語」。講師の松岡洋子先
生（岩手大学教育推進機構グローバル教育セ
ンター教授）は、「地震」は「大きな揺れ」、「無
料です」は「お金はいりません」のように難
しい単語を使わずに伝えるポイントを解説し
ました。
◆伝える内容を研ぎ澄ます
　必要なことだけを伝える。
◆使う言葉を簡単な言葉に置き換える
　「何名様ですか？」は「ひとりですか？」「２
人ですか？」のように単刀直入な表現で。尊
敬語や謙譲語は不要。
◆伝える相手の知識を考慮する
　相手の様子を見ながら話し、伝わっていな
いと思ったら別の言葉に言い換えてみる。
　また、松岡先生は「日本にはさまざまな国
から外国人が訪れるようになりましたが、中
には簡単な日本語ならわかる人が結構いま

「簡単な日本語で外国人とコミュニケーションが
とれることも多い」と話す松岡先生（右端）

海
外
旅
行
博
で
宮
古
名
物
の

毛
ガ
ニ
を
Ｐ
Ｒ

台湾の「旅行博」では宮古名物の毛ガニのかぶり物でＰＲ

す。外国語が話せなくても日本語で伝わる場
合も意外と多いんです」と話します。
　このほかにもセミナーでは、スマートフォ
ンなどに話しかけることで言葉を翻訳するア
プリや、言葉が伝わらない人とコミュニケー
ションをとるのに便利な「指差しシート」も
紹介されました。このような手段を知ること
で、外国人と話すときに落ち着いて会話をす
る自信につながります。

今年５月と９月に宮古港への寄港が決まった外国客船
「スターレジェンド」（9975㌧、乗客定員212人）

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
」
以
来
、10
年
ぶ
り
で
す
。

さ
ら
に
、
平
成
31
年
度
に
は
、
乗
客
２
７

０
０
人
と
１
１
０
０
人
の
ク
ル
ー
を
乗
せ

た
大
型
外
国
客
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス
」（
11
万
５
８
７
５
㌧
）
の
寄

港
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
宮
古
市
を
訪
れ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
旅
行
者
に
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ

い
か
、
宮
古
駅
前
総
合
観
光
案
内
所
で
外

国
人
客
の
対
応
を
し
て
い
る
国
際
交
流
協

会
の
伊
藤
祥
子
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。
伊
藤
さ
ん
は
「
も
し
、
街
中
で
外
国

人
旅
行
者
か
ら
道
を
聞
か
れ
た
と
き
は
、

笑
顔
で
話
を
聞
い
て
、
伝
え
る
努
力
を
す

る
こ
と
が
大
切
。
小
さ
な
子
ど
も
で
も
分

か
る
簡
単
で
短
い
日
本
語
な
ら
通
じ
る
場

外
国
人
と
接
す
る
と
き
の

コ
ツ
と
は
…

合
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
手
大
学
の
松
岡
洋
子
教
授
は

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す

（
左
の
コ
ラ
ム
参
照
）。

　
「
外
国
人
観
光
客
お
も
て
な
し
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
の
市
民
向
け
研
修
会
は
今
後

も
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
次
は
ぜ
ひ
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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４
月
か
ら
国
保（
国
民
健
康
保
険
）が
、○県
と
○市
の
共
同
運
営
に

〜　

保
険
証
は
７
月
ま
で
そ
の
ま
ま
使
っ
て
く
だ
さ
い　

〜

康プラザ健
宮古保健センター（市民総合体育館駐車場内、☎64－0111）／田老保健セ
ンター（☎87－2975）／新里保健センター（☎72－3500）／川井保健セン
ター（☎76－2036）／宮古保健所（☎64－2218）／こども救急相談電話（午
後７時〜11時、☎019－605－9000、携帯電話からは♯8000）

子どもの健康診査・相談日程

■場所　宮古保健センター　
■用意する物　母子健康手帳、問診票、仕上げ
みがき用歯ブラシ
■問い合わせ　各保健センター

種類 対象児 期日 受付時間
２歳児
《相談》 平成28年３月生まれ ４/25 ㈬ 9:15　～　9:30

２歳６カ月児
《相談》 平成27年９月生まれ ４/25 ㈬ 13:00　～13:15

※「１歳児《相談》」、「１歳６カ月児《診査》」および「３歳児《診
査》」は、４月は実施しません

　対象者には個人通知していますが、まだ受診
していない人は、都合の良い日程で受診しましょ
う。

　

国
の
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
よ
っ

て
﹆
運
営
体
制
な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
の
国
保︵
国
民
健
康
保
険
︶

は
﹆
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が
保
険
者
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
が
﹆
今
年
の
４
月
か

ら
は
﹆
都
道
府
県
と
市
町
村
が
共
同
で
保

険
者
と
な
り
﹆
運
営
し
ま
す
。

　

何
が
変
わ
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
が
﹆
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
直
接
関
係
す
る
事
は
﹆
主
に
下
表
の
通

り
で
す
。
今
持
っ
て
い
る
保
険
証
は
７
月

ま
で
使
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
70
～
74
歳
の

人
に
配
布
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
も
﹆

７
月
ま
で
そ
の
ま
ま
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
院
時
食
事
代
が
１
食
４
６
０
円
に

　

4
月
入
院
分
か
ら
﹆
入
院
時
食
事
代
の

自
己
負
担
額
が
１
食
当
た
り
４
６
０
円
に

変
わ
り
ま
す
︵
３
月
ま
で
は
３
６
０
円
︶。

　

た
だ
し
﹆
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
人

の
自
己
負
担
額
は
従
来
通
り
で
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

②
難
病
﹆
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
人

③
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
﹆
１
年
を

超
え
て
精
神
病
棟
に
入
院
し
て
い
て
﹆
現

在
も
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る
人

■
問
い
合
わ
せ　

市
総
合
窓
口
課
国
民
健

康
保
険
係
︵
☎
�
９
０
７
５
︶

　

主な項目と内容

平成30年４月以降
変わること

●高額療養費の多数回該当の通算方法【４月から】
　県内市町村間での転出・転入の場合、多数回該当の回数のカウ
ントが引き継がれます（従来はリセットされていました）。ただし、
転出時と転入時の世帯構成が同じであることなど、一定の条件が
あります。
※高額療養費とは‥‥高額な医療費が掛かったときの自己負担
額が一定額までで済むようにした保険給付制度のこと
※多数回該当とは‥‥直近の12カ月以内に４回以上高額になっ
たときに、４回目以降の自己負担額が引き下げになること

●保険証（国民健康保険被保険者証）の表記の一部変更【８月から】
　７月までは、いま持っている保険証をそのまま使ってください。
８月から使う新しい保険証は、７月中に郵送などで届けます。

今後も従来通りで
変わらないこと

●国保への加入・脱退などの手続き
　従来通り、市の窓口で受け付けます。総合窓口課のほか、各総
合事務所、各出張所で手続きできます。
●国保税（国民健康保険税）の課税と徴収
　従来通り、市から７月に、国保加入者のいる世帯の世帯主へ納
税通知書を送付します。納期も変わらず、７月から翌年２月まで
の８回（８期）です。コンビニでの納付もできます。

HEALTH
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■市ホームページやフェイスブック、ツイッターなどでも紹介して
いますので、どうぞご覧ください。※URLは裏表紙をご覧ください

息の合った舞で観客を魅了した法の脇獅子舞

最優秀賞を受賞した丸友しまかの「宮古 恵みのからめ味噌」

　

桃
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
催
し
﹁
季
節

を
感
じ
る
お
ひ
な
様
展
﹂
が
﹆
2
月
25

日
に
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
で
開
か
れ
﹆

初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
親
子
連
れ
な
ど

多
く
の
市
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
ひ

な
さ
ま
の
ち
ぎ
り
絵
や
ち
り
め
ん
細
工

の
教
室
の
ほ
か
﹆
小
学
生
対
象
の
お
菓

子
作
り
教
室
が
行
わ
れ
﹆
参
加
し
た
小

野
寺
里り

か佳
さ
ん
︵
鍬
ヶ
崎
小
４
年
︶
は

﹁
少
し
失
敗
し
た
け
ど
﹆
ケ
ー
キ
は
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
た
い
﹂と
笑
顔
。

会
場
に
は
手
ま
り
の
ひ
な
人
形
な
ど
も

展
示
さ
れ
﹆
来
場
者
は
ひ
と
足
先
に
春

の
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ケーキは桃色のクリームで春色にデコレーション♪

　

第
１
回
津
軽
石
郷
土
芸
能
祭
が
２
月

11
日
﹆
津
軽
石
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
芸
能
祭
に
は
津
軽
石
地
区
に
７
つ

あ
る
郷
土
芸
能
団
体
の
う
ち
５
団
体
が

出
演
。
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受
け

た
﹁
法
の
脇
獅
子
舞
﹂
や
﹁
栄
通
り
太

鼓
﹂
も
元
気
な
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
津

軽
石
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
の
中

嶋
勝
司
会
長
は
﹁
郷
土
芸
能
を
通
し
て

世
代
間
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
﹆

後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
﹂
と
想

い
を
語
り
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
で
地
域
つ
な
ぐ

津
軽
石
郷
土
芸
能
祭

手
作
り
ケ
ー
キ
で
春
気
分

季
節
を
感
じ
る
お
ひ
な
様
展

味
と
工
夫
で
加
工
品
競
う

新
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
﹁
第
６
回
新
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
は

２
月
８
日
に
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
で
開

催
さ
れ
﹆
市
内
食
品
加
工
業
者
ら
11
社

が
30
点
を
出
品
し
て
味
や
ア
イ
デ
ア
を

競
い
ま
し
た
。
市
内
の
優
れ
た
加
工
品

の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
事

業
で
﹆最
優
秀
賞
は
丸
友
し
ま
か
㈲
︵
島

香 

尚ひ
さ
し

社
長
︶
出
品
の
﹁
宮
古 

恵
み
の

か
ら
め
味み

そ噌
﹂
が
受
賞
。
薫
製
に
し
た

マ
ダ
ラ
な
ど
の
海
産
物
と
特
製
の
味
噌

を
合
わ
せ
た
加
工
品
で
﹆
三
種
類
の
味

が
楽
し
め
ま
す
。

　

サ
ケ
の
稚
魚
飼
育
を
通
じ
﹆
子
ど
も

た
ち
に
市
の
魚
で
あ
る
サ
ケ
へ
の
親
し

み
と
﹆
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た﹁
サ

ケ
稚
魚
学
校
飼
育
事
業
﹂。
２
月
５
日
か

ら
の
５
日
間
で
﹆
市
内
13
の
小
学
校
に

サ
ケ
の
発
眼
卵
︵
卵
の
中
に
眼
が
確
認

で
き
る
魚
卵
︶
２
８
０
０
個
を
配
布
し

ま
し
た
。
８
日
に
２
０
０
個
の
卵
が
届

け
ら
れ
た
鍬
ケ
崎
小
学
校
で
は
﹆
１
年

生
の
児
童
ら
が
ス
プ
ー
ン
を
使
い
自
分

た
ち
の
手
で
卵
を
水
槽
に
移
し
﹆
興
味

深
く
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
各
学
校
で

飼
育
さ
れ
た
稚
魚
は
４
月
に
﹁
さ
け
稚

魚
壮
行
会
﹂
で
放
流
さ
れ
ま
す
。

か
わ
い
い
卵
に
興
味
津
々

サ
ケ
稚
魚
学
校
飼
育
事
業 「大事に育てるね」。サケの卵を見つめる鍬ヶ崎小の児童
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か
わ
い
木
の
博
物
館
の
﹁
分
館
﹂
は
﹆

建
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
川
井
地
域
内

の
特
徴
的
な
森
と
フ
ィ
ー
ル
ド
17
カ
所

を
指
定
し
﹆
こ
れ
を
﹁
分
館
﹂
と
称
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
分
館
ツ
ア
ー
は
﹆

常
緑
針
葉
樹
の
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の

天
然
林
が
あ
る
青
松
葉
山
︵
標
高
１
３

６
５
ⅿ
︶を
巡
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
す
。

■
期
日　

４
月
８
日
㈰

■
集
合
時
間　

午
前
８
時

※
午
後
３
時
40
分
解
散
予
定
で
す

■
集
合
場
所　

道
の
駅
や
ま
び
こ
館
ま

た
は
道
の
駅
区
界
高
原　

※
送
迎
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
が
﹆
ス
パ

イ
ク
の
付
い
た
靴
で
の
乗
車
は
で
き
ま

せ
ん

か
わ
い
木
の
博
物
館
分
館
４
号「
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
森
」

青あ

お

ま

つ松
葉ば

山や

ま

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

■
参
加
料　

５
０
０
円︵
傷

害
保
険
料
な

ど
︶

■
用
意
す
る

物　

長
靴
﹆

和
か
ん
じ
き

ま
た
は
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
﹆

昼
食

■
定
員　

先
着
50
人

■
申
し
込
み
方
法　

住
所
﹆
氏
名
﹆
生

年
月
日
﹆
電
話
番
号
﹆
希
望
す
る
集
合

場
所
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
連
絡

■
申
し
込
み　

川
井
総
合
事
務
所
︵
☎

�
２
１
６
５
﹆
h
�
２
０
４
２
︶

暮らしに役立つ結び方教室
■日時　３月24日㈯午前11時～正午
■場所　北上山地民俗資料館
■内容　民具に使われるひもの結び方の技術から、結び目
のない輪の作り方、荷台に荷物を固定するときのロープの
かけ方などを地元のプロから学ぶ
■参加料　無料
■申込受付期間　３月15日㈭～23日㈮

ワラ細工「ぞうり・わらじ」作り体験

■日時　４月４日㈬午前10時～午後３時
■場所　川井生涯学習センター
■内容　昔ながらの本格的なぞう
り・わらじのどちらかを地元の達
人から学び、作成する
■用意する物　昼食
■参加料　300円（材料代）
■申込受付期間　３月15日㈭～30日㈮

〈共通〉
■定員　先着10人
■申し込み　北上山地民俗資料館（☎76-2167）

北上山地民俗資料館のイベント 岩泉線レールバイク
今年の運行日のお知らせ

■運行日　４月１日㈰から11月25日㈰まで
の土・日・祝日
※８人以上の団体予約の場合は平日でも運
行できます
■運行時間　午前10時～午後３時
※10時から１時間おきに運行します
■運行区間　旧ＪＲ岩泉線岩手和井内駅か
ら中里駅間　
※受け付けは和井内駅で行います
■乗車料金　１台2000円
■予約・問い合わせ　和井内刈屋地域振興
会岩泉線レールバイク担当（☎080-5564-
2310）

シーアリーナ
エアロビ・フェスタ

■日時　３月28日㈬午後７時～８時
30分
※受け付けは午後６時30分から
■場所　市民総合体育館多目的体育
室
■対象　小学生以上
■参加料　中学生以下無料、高校生
300円、大人500円
■申し込み方法　当日窓口で受け付
け
■問い合わせ　宮古市体育協会（☎
62-6000）

豊かな自然を眺めながらレールバイクを楽しむ子供

わらじ作りの達人が
やさしく教えます

４月前半まで雪が残る青松葉山
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●
申
込
期
限
＝
４
月
20
日
㈮
●
申

し
込
み
＝
み
や
っ
こ
タ
ウ
ン
実
行

委
員
会
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
っ
こ

ベ
ー
ス
内
﹆
☎
・
h
�
３
８
０
９
︶

▼
畑
づ
く
り
参
加
者
募
集

●
期
日
＝
４
月
～
11

月
︵
月
２
回
程
度
﹆

平
日
の
午
前
︶
●
場

所
＝
長
沢
地
区
●
内

容
＝
指
導
者
の
も
と
で
野
菜
づ
く

り
を
学
び
な
が
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
ス
イ
カ
を
育
て
る
●
参
加
料
＝

年
間
４
千
円
︵
保
険
料
含
む
︶
●

用
意
す
る
物
＝
園
芸
用
手
袋
﹆
長

靴
﹆
帽
子
﹆
動
き
や
す
い
服
装
●

応
募
先
＝
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
あ
い
︵
☎
�
４
１
１
７
︶

▼
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

能
講
習

●
期
間
＝
４
月
９
日
㈪
～
11
日
㈬

●
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所
＝
岩
手
労
働
基
準
協
会
宮

古
支
部
ほ
か
●
定
員
＝
30
人
●
受

講
料
＝
３
万
８
０
５
円
●
申
込
期

限
＝
３
月
23
日
㈮
●
申
し
込
み
＝

岩
手
労
働
基
準
協
会
宮
古
支
部

︵
☎
・
h
�
４
９
０
６
︶

▼
４
・
５
月
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

☆
エ
ク
セ
ル
基
礎

●
期
間
＝
４
月
23
日
㈪
～
24
日
㈫

●
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所
＝
県
立
宮
古
高
等
技
術
専

門
校
●
内
容
＝
デ
ー
タ
入
力
﹆
編

集
﹆
計
算
な
ど
の
基
本
操
作
を
学

ぶ
●
対
象
＝
マ
ウ
ス
操
作
と
キ
ー

ボ
ー
ド
で
の
文
字
入
力
が
で
き
る

人
●
定
員
＝
15
人
●
テ
キ
ス
ト
代

＝
１
８
０
０
円
●
申
込
期
限
＝
４

月
13
日
㈮

☆
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

受
験
準
備

●
期
間
＝
５
月
14
日
㈪
～
15
日
㈫

●
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所
＝
県
立
宮
古
高
等
技
術
専

門
校
●
内
容
＝
電
機
理
論
・
機
器
・

法
令
な
ど
出
題
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぶ
●
対
象
＝
同
試
験
受
験
予
定
者

※
試
験
申
し
込
み
は
４
月
４
日
㈬

ま
で
に
各
自
で
行
う
こ
と
●
用
意

す
る
物
＝
テ
キ
ス
ト
●
申
込
期
限

＝
５
月
７
日
㈪

〈
共
通
〉
◎
受
講
料
＝
無
料
◎
申

し
込
み
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
み
﹆

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

で
申
込
書
を
提
出
◎
申
し
込
み
＝

県
立
宮
古
高
等
技
術
専
門
校︵
☎

�
５
６
０
６
﹆
h

�
６
５
９
６
﹆

CCD0006 @
pref.iw

ate.jp

︶

▼
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

●
活
動
日
時
＝
４
月
１
日
㈰
か
ら

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
11
時
●

場
所
＝
閉
伊
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
︵
４
月
１
日
は
老
木
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
︶
●
参
加
料
＝
年
間
１
万

円
※
兄
弟
姉
妹
な
ど
２
人
目
か

ら
５
千
円
●
問
い
合
わ
せ
＝
高

橋
︵
☎
�
７
２
９

９
︶﹆
太
田
︵
☎

０
９
０
・
７
６
６

２
・
０
４
８
６
︶

▼
「
宮
古
市
社
会
経
験
者
大
学
」

第
48
期
生
募
集

●
期
間
＝
５
月
～
12
月
●
内
容
＝

▽
健
康
・
生
活
な
ど
の
講
座
▽
ク

ラ
ブ
活
動
︵
コ
ー
ラ
ス
・
書
道
な

ど
︶
●
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以

上
●
申
込
期
限
＝
４
月
６
日
㈮
※

申
込
用
紙
は
中
央
公
民
館
お
よ
び

分
館
﹆
千
徳
・
山
口
・
崎
山
・
花

輪
・
津
軽
石
・
重
茂
・
磯
鶏
・
宮

町
・
鍬
ヶ
崎
・
田
老
の
各
公
民
館
﹆

新
里
・
川
井
の
各
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
て
配
布
●
申
し
込
み
＝
中

央
公
民
館
︵
☎
�
５
８
０
７
︶

◆
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
「
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
10
入
門
編
」

●
日
時
＝
４
月
14
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時
●
場
所
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
●
講
師
＝
三
陸
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支
援
セ
ン
タ
ー
●
定
員
＝
10
人
●

参
加
料
＝
５
０
０
円
●
用
意
す
る

物
＝
筆
記
用
具

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座

●
日
時
＝
４
月
15
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時
●
場
所
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
●
講
師
＝
三
陸
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支
援
セ
ン
タ
ー
●
定
員
＝
10
人
●

参
加
料
＝
５
０
０
円
●
用
意
す
る

物
＝
筆
記
用
具

◆
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
〜
筋
ト
レ
と
有
酸
素
運
動
で
理

ー
ト
奏
者
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
い
合

わ
せ
＝
野
崎
︵
☎
�
０
２
１
９
︶

▼
海
上
保
安
官
採
用
試
験

☆
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

●
願
書
受
付
期
間
＝
３
月
30
日
㈮

～
４
月
６
日
㈮
※
郵
送
は
４
月
３

日
㈫
ま
で
●
１
次
試
験
＝
５
月
13

日
㈰
●
２
次
試
験
＝
６
月
中
●
予

定
採
用
時
期
＝
10
月

☆
海
上
保
安
学
校
学
生

●
願
書
受
付
期
間
＝
７
月
17
日
㈫

～
26
日
㈭
※
郵
送
は
７
月
19
日
㈭

ま
で
●
１
次
試
験
＝
９
月
23
日
㈰

●
２
次
試
験
＝
10
月
中
●
予
定
採

用
時
期
＝
平
成
31
年
４
月

☆
海
上
保
安
大
学
校
学
生

●
願
書
受
付
期
間
＝
８
月
23
日
㈭

～
９
月
３
日
㈪
※
郵
送
は
８
月
27

日
㈪
ま
で
●
１
次
試
験
＝
10
月
27

日
㈯
・
28
日
㈰
●
２
次
試
験
＝
12

月
14
日
㈮
●
予
定
採
用
時
期
＝
平

成
31
年
４
月

〈
共
通
〉◎
問
い
合
わ
せ
＝
宮
古
海

上
保
安
署︵
☎
�
６
５
６
０
︶
※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︵
Ahttp://www.

kaiho.m
lit.go.jp/ope/

saiyou/top.htm
l

︶

▼
子
ど
も
の
ま
ち
イ
ベ
ン
ト
「
み

や
っ
こ
タ
ウ
ン
」
出
展
企
業
募
集

　

子
ど
も
た
ち
が
疑
似
都
市
﹁
み

や
っ
こ
タ
ウ
ン
﹂
の
市
民
と
し
て

仕
事
や
買
い
物
を
体
験
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
協
力
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

※記事掲載を希望する場合は、市企画課広報係（☎68-9065）まで問い合わせください。
広報４月15日号の原稿締め切りは３月22日㈭です

想
の
カ
ラ
ダ
を
目
指
そ
う
！
〜

●
期
日
＝
４
月
10
日
㈫
～
６
月
19

日
㈫
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
︵
全
10

回
︶
●
時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時

30
分
●
場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
●
講
師
＝
宮
古
市
体
育
協
会
指

導
員
●
定
員
＝
20
人
●
参
加
料
＝

２
千
円
︵
傷
害
保
険
料
含
む
︶
●

用
意
す
る
物
＝
運
動
靴
﹆
汗
拭
き

タ
オ
ル
﹆
飲
み
物

〈
共
通
〉
◎
申
し
込
み
＝
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
︵
☎
�
７
７
１
２
︶

▼
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
花あ

鶏と
り

学が
く
え
ん苑
個

別
進
路
相
談

●
期
間
＝
３
月
15
日
㈭
～
30
日
㈮

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

︵
ひ
と
り
60
分
程
度
︶
●
場
所
＝

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
花
鶏
学
苑
︵
神

田
沢
町
︶
●
内
容
＝
高
校
進
路
﹆

転
入
・
編
入
相
談
﹆
不
登
校
な
ど

の
個
別
相
談
ほ
か
●
対
象
＝
不
登

校
で
悩
ん
で
い
る
人
﹆
転
入
・
編

入
を
考
え
て
い
る
高
校
生
と
そ
の

保
護
者
﹆
教
育
関
係
者
●
相
談
料

＝
無
料
●
申
し
込
み
＝
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
花
鶏
学
苑︵
☎
�
８
５
３

５
﹆
Cinfo@

atori-gakuen.com

︶

▼
心
の
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ド
ラ

ム
サ
ー
ク
ル
＆
フ
ル
ー
ト
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
〜

●
日
時
＝
３
月
25
日
㈰
午
後
１
時

開
演
●
場
所
＝
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
●
内
容
＝
県
内
外
の
フ
ル 

情報掲示板
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

開
催
・
募
集
な
ど

中
央
公
民
館

広
報2018.3.15❾
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information

図書館からの
お知らせ

市立図書館（☎62-2414）、田老分室（☎87-2976）、
新里分室（☎72-2019）、川井分室（☎76-2167）

■休館日　月曜日、３月21日㈬～31日㈯（蔵書点検のため）
■開館時間　午前９時～午後５時　※市立図書館のみ水～土曜日は午後７時
まで開館しています

移動図書館車「うぐいす号（宮古地域）」運行日程

期
日 場　所 駐車時間 期

日 場　所 駐車時間

４
月
４
日
㈬

旧愛宕小学校
鍬ヶ崎小学校正門前
市営港町住宅
田鎖公民館前
花輪農村文化伝承館前
松山・松山荘前

10:00～10:30
10:50～11:15
11:25～11:40
13:40～14:00
14:10～14:30
14:45～15:30

４
月
11
日
㈬

長根・東北電力宮古アパート前
近内消防屯所前
太田・県職員千徳宿舎前
日の出町・市営住宅１号棟前
佐原地区センター前
佐原・市営住宅前

  9:50～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20
13:40～14:10
14:25～14:55
15:00～15:30

４
月
５
日
㈭

宮園自治会センター
ジョイス駐車場
根市・雲南沢入口
花原市・華厳院前

11:00～11:30
13:30～14:15
14:30～14:50
15:00～15:20

３
月
15
日
、
４
月
12
日
㈭

上村地区会館付近
磯鶏駅前
三社タクシー磯鶏営業所付近
高浜・ファミリーマート村上店前
津軽石・藤畑公民館前
津軽石・清寿荘前

  9:50～10:20
10:30～11:00
11:10～11:40
13:50～14:10
14:30～14:45
14:55～15:40

４
月
６
日
㈮

藤の川・上野商店付近
国土交通省官舎前
長根・青猿神社付近
市営近内住宅
西ヶ丘二丁目県営住宅駐車場

10:30～10:50
11:00～11:30
13:40～14:00
14:15～14:35
14:50～15:40

３
月
16
日
、
４
月
13
日
㈮

津軽石駅前
津軽石学童の家前
津軽石・新町公民館付近
八木沢・市営住宅駐車場
八木沢・元ショッピング駐車場
藤原公害試験室前

10:00～10:30
10:40～11:00
11:10～11:40
13:30～13:45
13:55～14:10
14:25～14:40

４
月
７
日
㈯

県営磯鶏アパート
赤前・柳澤商店付近
重茂・里
笹見内・河原商店付近
小角柄・佐々木商店付近

10:40～11:10
11:30～11:50
13:30～14:00
14:15～14:35
14:50～15:10

３
月
17
日
、
４
月
14
日
㈯

生協西ヶ丘店前
にしがおか公園付近
崎山・16分団屯所付近
崎山小学校
女遊戸・前川酒店前
赤坂ヘリポート付近

10:00～10:30
10:45～11:40
13:40～14:00
14:10～14:30
14:45～15:05
15:20～15:40

information

市シティープロモーション動画
コンテスト入選作品を公開

市企画課

　本市の観光、物産、伝統、自然な
どをテーマにした動画の募集に、７
作品の応募がありました。審査の結
果、入選した作品は次の３作品です。
■最優秀賞
▷作品名＝いつか、浄土ヶ浜で朝食を。
▷応募者＝田中貴大さん
■特別賞「おもしろ賞」
▷作品名＝振り向けば…　
▷応募者＝牛坂尚登さん
■特別賞「アイデア賞」
▷作品名＝浄土石（じょうどいし）
▷応募者＝佐々木敦史さん

※ 各 入 選 作 品 は 市 公 式YouTube
チャンネル（Ahttps://
www.youtube.com/
c h a n n e l / U C w f g C _
azoL28vRn9UNvqs8Q）などで公開・
発信していきます
※優秀賞は該当なしでした
■問い合わせ　市企画課広報係（☎
68−9065）

※
届
け
出
の
際
、
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
場
合
に
載
せ
て
い
ま
す

おめでたおくやみ
２/16 ～２/28（届け出順・敬称略）

♡結婚したお二人♡
在原　徹・畠山博子＝近内三丁目

■亡くなった方■
木村勝利　　　（50）山口三丁目
小野寺保夫　　（89）和見町
豊峯慶一　　　（71）長沢六
佐々木　武　　（53）牛伏
関川マツ子　　（88）磯鶏
阿部幸子　　　（64）山口三丁目
山崎啓子　　　（48）佐原三丁目
齋mコト　　　（93）大通一丁目
佐々木洋子　　（87）日出島
仲澤ミチ　　　（93）田鎖四
山本幸二郎　　（85）上荒谷
大久保サタ　　（77）江繫
岩間經子　　　（83）箱石（川井）
田澤武雄　　　（98）老木
山﨑慶一　　　（83）松月
腹子和七　　　（87）和野
佐藤圭之輔　　（78）神林
中嶋スキ　　　（94）新町上
村木チヨ　　　（101）日の出町
飛鳥方仁司　　（74）磯鶏
神林利信　　　（68）神林
坂田あい子　　（81）南町
休場吉男　　　（67）刈屋
村上利三郎　　（94）日影町
山内サツ　　　（91）大付
佐々木ケイ子　（81）小沢一丁目
新妻節子　　　（73）泉町
大越　勲　　　（86）磯鶏沖
遠藤キミヱ　　（88）西町二丁目
中嶋勝正　　　（75）新町上
東　毅浩　　　（40）八木沢
山本三郎　　　（94）本町
本多カノ　　　（98）蛸の浜
澤田茂夫　　　（62）川井
岩間義則　　　（73）長根三丁目
中村悦子　　　（77）西町四丁目
工藤由紀子　　（77）八木沢一丁目
藤田隆太郎　　（74）磯鶏西
伊藤キワ　　　（94）腹帯
蟇目ノリ子　　（88）日の出町

生まれた赤ちゃん

最優秀賞作品「いつか、浄土ヶ浜で朝
食を。」のワンシーン

加村恋空（れあ） 仲組 （辰繕）
山本煌晴（こうは） 田老三王二丁目 （諒）
菅谷吏音（りおと） 近内四丁目 （啓俊）
菊池柚乃（ゆの） 西ヶ丘 （友輝）
前川蓮翔（れんと）  小山田二丁目 （宏大）
大川大智（だいち） 花輪二 （智史）
小松倉一華（いちか）藤原三丁目 （一馬）
下野　歩（あゆむ） 刈屋 （祐輔）
佐藤奏良（そら） 南町 （大地）
石亀朱莉（あかり） 西ヶ丘四丁目 （雅哉）
工藤愛依（あい） 太田二丁目 （俊輝）
鍬形昊良（そら） 長根三丁目 （健太郎）
中島咲蘭（さら） 近内二丁目 （春樹）
野﨑海汰（うた） 千鶏 （航）



広
報2018.3.15⓫

お知らせ

平成30年度宮古市福祉タクシー
助成券について

市福祉課

　重度の障がいがある人の社会参加
の促進を図るため、タクシー料金の
一部を助成する福祉タクシー助成券
を次の通り交付します。
■対象　市内に住所を有する重度の
障がいがある人（身体障害者手帳
１・２級、療育手帳Ａおよび精神障
害者保健福祉手帳１級を所持してい
る人）
■申込受付開始日　４月２日㈪
■申請場所　市福祉課（市役所３
階）、田老・新里・川井総合事務所
■用意する物　障害者手帳、印鑑　
※代理申請の場合は代理者の印鑑も
必要です
■注意事項　
▷手帳へ写真が貼り付けされていな
い場合は、助成券を利用できません。
▷社会福祉施設へ入所している人や
医療機関に入院している人は交付の
対象となりません。
▷平成29年度分の助成券（水色）の
使用期限は３月31日㈯までですので
注意してください。
■問い合わせ　市福祉課障がい福祉
係（☎68−9135）

家畜を飼っている人は
必ず「定期報告書」の提出を

中央家畜保健衛生所

　家畜を飼っている人（ペットとし
て飼っている人も対象）は、毎年「定
期報告書」の提出が必要です。２月
１日時点の飼養状況を記入し、期限
までに忘れずに提出してください。
　報告書様式は市農林課（新里庁舎
３階）、新岩手農協宮古営農経済セ
ンター（花輪10の５の1）で配布す
るほか、対象と思われる人に郵送な
どで配布します。
■家畜の種類／報告期限　
▷牛、鹿、めん羊

よう

、ヤギ、豚、イノ

シシ、馬／４月15日㈰　
▷鶏、アヒル、ウズラ、キジ、ダチョウ、
ホロホロ鳥、七面鳥／６月15日㈮
■提出方法　
❶下記問い合わせ先に郵送・ファク
スまたは持参　
❷市農林課、新岩手農協宮古営農経
済センターに持参
❸往復はがきが届いた人は返信
■問い合わせ　中央家畜保健衛生所

（〒020−0605滝沢市砂込390の５、☎
019−688−4111 、h019−688−4012）

市民農園利用者を
募集します

市農林課

　市民農園は、田代地区の宮古市野
外活動センターの近くにあります。
園内には、作業に便利な水道や、自
由に休憩できる管理棟があります。

「野菜を作ってみたい、子どもたち
に農作業体験をさせたい」という人
など、どなたでも利用できます。詳
しくは問い合わせてください。
■面積　１区画約30平方㍍（５㍍×
６㍍）
■募集区画　先着45区画（１人で２
区画以上の利用や団体利用も可能）
■利用料　１区画につき年額5140円
■申込方法　電話で申し込み
■申込期限　４月２日㈪
※空き区画がある場合には、申込期
限後も受け付けます
■申し込み　市農林課農政係（☎68
−9094）

いわて就職ガイダンスを
開催します

ふるさといわて定住財団

　県内への就職を希望する、平成31
年３月に大学などを卒業予定の学生

（高校生は不可）、既卒者および一般
求職者を対象に会社説明会を開催し
ます。
■期日　４月７日㈯
■時間／内容　

▷午前11時～午後０時30分／企業プ
レゼンテーション　
▷午後１時～４時30分／参加企業と
の面談、各種就職相談など（面談は
正午～午後４時までに受け付けが必
要）　
※参加企業などの詳細は財団ホー
ムページ（Ahttps://
www.furusato-i.or.jp/
events/event/3626）
をご覧ください
■場所　岩手産業文化センター・ア
ピオ（滝沢市）
■問い合わせ　公益財団法人ふるさ 
といわて定住財団（☎019−653−89 
76）

“公的機関” を装う架空請求に
ご注意ください！

宮古警察署  ほか

　「訴訟最終宣告のお知らせ」など
と書かれた公的機関の名称を装った
ハガキが届いた、という相談が多数
寄せられています。
　架空請求の場合がありますので、
安易に相手に連絡しないでくださ
い。不安なときは下記に問い合わせ
てください。
■問い合わせ　宮古警察署（☎64−
0110）、市市民相談室（☎68−9081）

労働と生活に関わる相談を
無料でお聞きします
みやこ労働生活相談所

　仕事のことや働くルール、生活の
困り事などの電話相談を行っていま
す。なんでもお気軽にご相談くださ
い。相談料は無料（通話料はかかり
ます）、秘密は守ります。
■相談受け付け日時　毎週水曜日午
前10時～午後５時　
※水曜日以外でも希望があれば相談
を受け付けます
■相談ダイヤル　☎0193−77−3139
■問い合わせ　みやこ労働生活相談
所（☎77−3139）

宮   古   市   役   所     ☎62−2111
田 老 総 合 事 務 所   ☎87−2111
新 里 総 合 事 務 所   ☎72−2111
川 井 総 合 事 務 所   ☎76−2111

information
人口と世帯
   ※３月１日現在
　※（）内は前月との比較

人　口 男 女 世　帯
53,981人 25,970人 28,011人 24,050
（-102） （-72） （-30） （-37）

人口のうごき
　※２月１日～28日

出　生 死　亡 転　入 転　出
28人 94人 57人 93人
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みやこハーバーラジオ放送中！　FM82.6MHzのほか「リスラジ」「サ
イマルラジオ」でも聴取可。f77−3936、C826＠miyakofm.com
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ぽかぽか陽気に誘われて、外へ出掛けたくなる季節はもうすぐ。
観光名所も、春本番に向けて準備が始まります−

■
宮
古
地
域　

燃
や
せ
る
ご
み
﹆
燃

や
せ
な
い
ご
み
は
﹆
通
常
の
収
集
日

程
通
り
に
収
集
し
ま
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
﹆
資
源
物
の
収

集
は
休
み
ま
す
。

■
田
老
・
新
里
・
川
井
地
域　

通
常

の
収
集
日
程
通
り
に
収
集
し
ま
す
。

■
ご
み
の
持
ち
込
み　

小
山
田
の
ご

み
処
理
場
は
﹆
日
曜
日
を
除
い
て
毎

日
稼
働
し
て
い
ま
す
の
で
﹆
祝
日
で

も
ご
み
・
資
源
物
の
持
ち
込
み
が
で

き
ま
す
。
搬
入
可
能
時
間
は
﹆
午
前

が
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
﹆
午
後

が
1
時
か
ら
4
時
30
分
ま
で
で
す
。

◆
残
さ
ず
食
べ
よ
う
「
３さ

ん
ま
る
い
ち
ま
る

０
１
０
運

動
」
実
施
中

　

こ
れ
か
ら
送
別
会
や
歓
迎
会
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。﹁
３
０
１
０
運

動
﹂
と
は
﹆
食
品
の
食
べ
残
し
削
減

を
呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
の
こ
と
。

宴
会
開
始
30
分
間
は
自
分
の
席
で
出

さ
れ
た
料
理
を
味
わ
い
﹆
宴
会
終
了

10
分
前
に
は
元
の
席
に
戻
っ
て
料
理

を
食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
﹆
と
い
う
も

の
で
す
。
日
本
で
年
間
に
６
３
２
万

㌙
も
あ
る
と
言
わ
れ
る﹁
食
品
ロ
ス
﹂

の
削
減
の
た
め
﹆
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

︻
収
集
に
つ
い
て
︼
市
環
境
課
き
れ
い

な
ま
ち
推
進
室
︵
☎
�
６
４
８
８
︶

︻
ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
︼
宮

古
地
区
広
域
行
政
組
合
施
設
課
︵
☎

�
７
１
１
１
︶　　

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
﹆
月

額
１
万
６
３
４
０
円
に
︵
前
年
度
よ

り
１
５
０
円
安
く
︶
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
割
引
制
度
に
つ
い
て

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る

と
﹆
保
険
料
の
割
引
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
﹆
現
金
納

付
な
ど
﹆
納
付
方
法
に
よ
り
割
引
額

が
異
な
り
ま
す
。

※
平
成
29
年
４
月
か
ら
﹆
現
金
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
﹁
２
年
前

納
﹂
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す

◆
保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
し

に
な
り
ま
す
の
で
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
申
込
場
所　

宮
古
年
金
事
務
所
ま

た
は
金
融
機
関

◎
用
意
す
る
物　

預
金
通
帳
﹆
通
帳

登
録
印
鑑
﹆
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金

番
号
の
分
か
る
物

■
問
い
合
わ
せ　

宮
古
年
金
事
務
所

︵
☎
�
１
９
６
３
︶

３
月
21
日
㈬（
春
分
の
日
）の
ご
み
収
集

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

浄土ヶ浜公園内道路
自動車の乗り入れ規制を開始

■規制期間
　４月１日㈰～10
月31日㈬
■規制区間
　浄土ヶ浜公園内
道路（第１駐車場
～浄土ヶ浜～第３
駐車場）
■通行許可証の発
行
　歩行が困難な人、
業務上通行が必要
な人など、特別な
事情がある人に、
「通行許可証」を発行できます。
■通行許可証の発行場所
　市観光港湾課（市役所分庁舎２階）、または、浄土ヶ浜第
１駐車場内の道路管理員詰

つめしょ

所。いずれでも、即時発行が可
能です。
■問い合わせ　市観光港湾課もてなし観光係（☎68−9091）

浄土ヶ浜レストハウス

浄土ヶ浜パークホテル

第３駐車場
 (仮設住宅)
第３駐車場
 (仮設住宅)

第１駐車場第１駐車場

規制区間

入口
道路管理員詰所道路管理員詰所

ビジターセンタービジターセンター

出口

観光地トイレの開放
　冬の間、凍結防止のために閉鎖し
ている観光地のトイレを順次、開放
します。
　開放日（使用可能となる日）は、次
の通りです。地区によって異なりま
す。
　観光客の皆さんが、また来たいと
思ってくれるよう、トイレはきれい
に使うよう心掛けましょう。

■問い合わせ　市観光港湾課もてな
し観光係（☎68−9091）

■浄土ヶ浜地区（４月１日㈰〜）
　県道浄土ヶ浜線トイレ
　臼木山トイレ

■重茂地区（４月27日㈮〜）
　月山トイレ
　魹ヶ埼灯台前トイレ

▲
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